
　

平
和
的
解
決
の
方
向
に
動
き
つ
つ
あ
る

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
。
こ
の
チ

ャ
ン
ス
を
実
ら
せ
る
に
は
①
朝
鮮
半
島
の

非
核
化
と
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
体
制

づ
く
り
を
一
体
的
・
包
括
的
に
進
め
る
②
実

行
に
当
た
っ
て
は
、
合
意
で
き
る
措
置
を

話
し
合
っ
て
、
一
つ
ず
つ
段
階
的
に
実
施

し
て
目
標
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
が
現
実

的
で
す
。

　

非
核
化
の
た
め
に
は
朝
鮮
戦
争
の
終
結

を
は
じ
め
戦
争
と
敵
対
に
終
止
符
を
打

ち
、
地
域
の
平
和
体
制
を
つ
く
っ
て
北
朝

鮮
を
含
む
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
解
決
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
米
朝
が

段
階
的
措
置
を
誠
実
に
実
施
し
、
信
頼
醸

成
を
図
り
な
が
ら
進
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
戦
闘
」「
銃
撃
戦
」
と
い
う
言
葉
が
何

度
も
登
場
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
日

報
。
陸
自
は
そ
の
存
在
を
１
年
以
上
に
わ

た
っ
て
防
衛
大
臣
に
報
告
し
て
い
な
か
っ
た

―

。
幹
部
自
衛
官
が
選
挙
で
国
民
の
代

表
と
し
て
選
ば
れ
た
国
会
議
員
に
「
お
前

は
国
民
の
敵
だ
」
と
罵
倒―

。

　

自
衛
隊
と
い
う
世
界
有
数
の
強
大
な
軍

事
組
織
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
示
す
深
刻
な
問
題
で
す
。
こ

の
自
衛
隊
に
さ
ら
に
大
き
な
権
限
を
与
え

る
９
条
改
憲
は
あ
ま
り
に
も
危
険
で
す
。

安倍９条改憲ストップ！9条に
自衛隊明記

「
二
度
と
戦
争
し
な
い
」

世
界
へ
の
誓
い

海外で武力行使が無制限に 「
何
も
変
わ
ら
な
い
」て
本
当
？

　

日
本
は
15
年
間
の
侵
略
戦
争
で

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
民
２
０
０

０
万
人
以
上
、
日
本
国
民
３
１
０

万
人
以
上
の
命
を
奪
い
ま
し
た
。

そ
の
痛
苦
の
反
省
か
ら「
二
度
と

戦
争
し
な
い
」と
い
う
決
意
を
こ

め
、憲
法
９
条
に「
戦
争
放
棄
」「
戦

力
不
保
持
」を
書
き
込
み
ま
し
た
。

９
条
は
全
世
界
へ
の
平
和
の
誓
い

で
す
。

　

９
条
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
衛
隊
が
海
外
で

人
を
殺
し
た
り
、
殺
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
９
条
の
お
か
げ
で
軍
事
予
算
の
巨

大
化
も
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。

９条って何ですか？

　

今
年
の
国
会
で
、

改
憲
案
提
出
を
狙

う
自
民
党
。

　
「
憲
法
９
条
２
項

を
残
し
た
ま
ま
、

自
衛
隊
を
書
き
込

む
だ
け
」
と
安
倍

首
相
は
言
い
ま
す
が
、「
後
か
ら
つ
く
っ
た
法
律
は

前
の
法
律
に
優
先
す
る
」
と
い
う
法
律
の
原
則
に

よ
っ
て
、「
戦
力
不
保
持
」
の
９
条
２
項
が
空
文

化
し
、
自
衛
隊
の
海
外
で
の
武
力
行
使
が
無
制
限

に
な
り
ま
す
。

　

世
界
に
誇
る
平
和
主
義
を
さ
だ
め
た
９
条
で
、

逆
に
海
外
で
の
武
力
行
使
が
可
能
に
な
る―
こ

れ
こ
そ
が
、安
倍
首
相
の
９
条
改
憲
の
正
体
で
す
。

賛成
32.3％

反対
57.1％

安倍首相の下
での憲法改正

「
共
同
」４
月
14
・
15
日
調
査

平和解決へ大きな流れ

北朝鮮
問題

非
核
化
と
平
和
体
制
づ
く
り

一
体
的
・
段
階
的
に

日報隠ぺい
幹部自衛官暴言

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
の
自
衛
隊

大
き
な
権
限
与
え
る
改
憲

危
険


